
安
曇
野

安
曇
野

安
曇
野

安
曇
野

あ

づ

み

の

神
社
神
社
神
社
神
社
ま
い
ま
い
ま
い
ま
い
りりりり    

 

北

ア

ル

プ

ス

穂

高

連

峰

の

麓

、

清

流

梓

川

が

流

れ

美

し

い

田

園

風

景

が

広

が

る

、

「

早

春

賦

」

に

歌

わ

れ

る

地

域

。

屏

風

の

よ

う

に

連

な

る

白

い

山

と

空

の

青

、

里

の

緑

と

道

祖

神

は

春

の

信

州

を

代

表

す

る

風

景

。

昼

食

は

安

曇

野

産

わ

さ

び

で

蕎

麦

を

す

す

る

。

碌

山

美

術

館

、

安

曇

野

高

橋

節

郎

記

念

美

術

館

、

豊

科

近

代

美

術

館

な

ど

美

術

館

巡

り

を

す

る

な

ら

こ

こ

！

 

    

中中中中    

信信信信    

【【【【

穗

髙

穗

髙

穗

髙

穗

髙

ほ

た

か

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ    

奥

宮

奥

宮

奥

宮

奥

宮

お

く

み

や

】】】】

□□□□
別別別別

□□□□
國國國國

□□□□
式式式式

    

▼

鎮

座

 

松

本

市

安

曇

上

高

地 

中

部

山

岳

国

立

公

園

の

上

高

地

明

神

池

畔

に

鎮

座

。

毎

年

十

月

八

日

の

例

祭

は

紅

葉

祭

と

も

云

わ

れ

、

二

艘

の

船

が

雅

楽

の

調

べ

に

明

神

池

を

遊

漕

す

る

場

面

は

ま

る

で

平

安

絵

巻

を

思

わ

せ

る

。 

▼

御

朱

印

対

応 

 

午

前

六

時

～

日

没

 

奥

宮

社

務

所

で 

（

開

山

期

間

の

み 

冬

期

社

務

所

閉

鎖

）  

【【【【

穗

髙

穗

髙

穗

髙

穗

髙

ほ

た

か

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
別別別別

□□□□
國國國國

□□□□
式式式式

    

▼

鎮

座

 

安

曇

野

市

穂

高

六

〇

七

九 

安

曇

の

総

社

。

海

神

を

祀

り

、

安

曇

之

祖

神

と

称

え

ら

れ

る

。

毎

年

九

月

二

六

・

二

七

日

に

斎

行

さ

れ

る

例

祭

（

御

船

祭

）

は

穂

高

人

形

が

飾

ら

れ

た

五

艘

の

御

船

（

山

車

）

が

出

る

。 
▼

御

朱

印

対

応 

 

午

前

八

時

半

～

午

後

五

時 

社

務

所

に

て

受

付 

 

    

安
曇
野
神
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曇
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神
社

安
曇
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社

安
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ま
い
り
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ま
い
り

ま
い
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【【【【

有

明

山

有

明

山

有

明

山

有

明

山

あ

り

あ

け

や

ま

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】
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村村村村

    

▼

鎮

座

 

安

曇

野

市

穂

高

有

明

七

二

七

一 

安

曇

野

の

霊

峰

有

明

山

の

山

頂

に

奥

宮

を

奉

る

里

宮

。

神

門

は

信

濃

日

光

「

裕

明

門

」

と

呼

ば

れ

「

手

水

舎

」

と

共

に

彫

刻

が

見

事

。

ま

た

、

神

楽

殿

の

「

格

（

ご

う

）

天

井

絵

」

は

橋

本

雅

邦

始

め

有

名

画

家

の

作

品

。

 

▼

御

朱

印

対

応 

 

午

前

九

時

～

午

後

五

時

（

冬

期

は

四

時

）

 

 

不

定

期

休

 

社

務

所

に

て

受

付 

 

【【【【

穗

髙

穗

髙

穗

髙

穗

髙

ほ

た

か

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ    

道

祖

神

道

祖

神

道

祖

神

道

祖

神

ど

う

そ

じ

ん

】】】】    

▼

鎮

座

 

安

曇

野

市

穂

高

六

〇

七

九 

健

康

長

寿

道

祖

神

。 

平

成

二

十

五

年

全

国

統

計

で

、

長

野

県

が

男

女

共

に

平

均

寿

命

日

本

一

と

な

っ

た

記

念

と

し

て

道

祖

神

の

里

、

安

曇

野

の

祖

神

の

穂

高

神

社

境

内

に

建

立

。

 

▼

御

朱

印

対

応 

 

午

前

八

時

半

～

午

後

五

時 

 

穂

高

神

社

社

務

所

に

て

受

付 

 ⑪⑪⑪⑪    

【【【【

日

吉

日

吉

日

吉

日

吉

ひ

よ

し

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
村村村村

    

▼

鎮

座

 

安

曇

野

市

穂

高

柏

原

二

〇

二

九

天

正

七

年

（

一

五

七

九

）

保

高

組

柏

原

村

の

氏

神

と

し

て

滋

賀

県

大

津

市

の

日

吉

大

社

か

ら

勧

請

。

本

殿

は

三

間

流

造

り

で

四

柱

の

神

（

大

己

貴

命

・

大

山

咋

命

・

瀧

津

姫

命

・

玉

依

姫

命

）

を

祀

る

。 

▼

御

朱

印

対

応 

宮

司

が

常

駐

し

て

い

な

い

為

、

例

大

祭

や

二

年

参

り

～

元

日

の

正

午

限

定

で

受

付 

 


